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朝
晩
よ
う
や
く
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

猛
暑
の
疲
れ
が
身
体
の
奥
深
く
に
残
っ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
お
そ
わ
れ
ま
す
。 

そ
ん
な
疲
れ
を
窓
辺
の
草
花
が
風
に
揺
れ
「
も
う
そ
こ
ま
で
秋
が
来
て
い
る
か

ら
・
・
・
」
と
や
さ
し
く
囁
い
て
く
れ
ま
す
。 

出
勤
時
に
作
家
の
テ
ー
プ
や
Ｃ
Ｄ
を
よ
く
聴
い
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
日
、
司
馬

遼
太
郎
の
「
文
章
日
本
語
の
成
立
」
と
い
う
講
演
を
繰
り
返
し
聴
い
て
い
ま
す
。 

日
常
、
私
た
ち
が
使
う
日
本
語
の
文
章
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
い
つ
ご
ろ
成
立

し
た
の
か
。
明
治
維
新
後
の
言
葉
の
変
遷
を
た
ど
り
な
が
ら
の
一
九
八
二
年
の
講

演
で
す
。 

 

ノ
イ
エ
ス
に
は
多
く
の
作
家
が
来
廊
さ
れ
ま
す
。 

詩
、
小
説
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
随
筆
、
エ
ッ
セ
イ
。 

絵
画
、
彫
刻
、
陶
芸
や
染
織
な
ど
の
工
芸
、
写
真
、
書
・
・
・
・
。 

表
現
の
広
が
り
は
多
面
的
に
拡
張
し
て
い
き
方
法
も
手
段
も
無
限
で
す
。 

し
か
し
、
ふ
と
考
え
て
み
る
と
、
い
っ
た
い
一
人
の
人
間
が
生
き
て
い
る
時
に
使

う
言
葉
の
数
と
い
っ
た
ら
ど
の
く
ら
い
あ
る
も
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

詩
人
が
使
う
言
葉
の
数
、
小
説
家
が
使
う
言
葉
の
言
い
ま
わ
し
、
画
家
や
彫
刻
家

な
ど
の
作
家
が
話
し
合
っ
て
い
る
時
に
使
っ
て
い
る
言
葉
の
数
。
意
外
と
少
な
い

よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
言
葉
数
が
多
い
か
ら
表
現
力
が
あ
る
と
も
思
え
ま
せ
ん
が 

人
の
心
に
響
く
言
葉
、
話
し
方
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
？
考
え
て
み
ま
す
。 

多
く
の
人
を
前
に
し
て
話
す
事
を
職
業
と
し
て
い
る
人
は
別
に
し
て
、
多
く
の
日

本
人
は
人
の
前
で
話
を
す
る
こ
と
を
苦
手
と
す
る
よ
う
で
す
。
あ
る
種
の
緊
張
を

と
も
な
っ
た
り
、
事
前
に
考
え
て
い
た
内
容
か
ら
横
道
に
そ
れ
た
り
、
考
え
て
い

た
こ
と
の
半
分
も
話
せ
な
か
っ
た
り
・
・
・
。
ま
た
話
し
始
め
て
目
の
前
が
真
っ

白
に
な
っ
て
原
稿
用
紙
か
ら
活
字
が
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
・
・
・
。 

経
験
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
ん
な
状
況
か
ら
少
し
は
開
放
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
経
験
を
重
ね
た
こ
と
に
よ
る
落
と
し
穴
も
待
ち
構
え
て
い
た
り
し
ま

す
。
言
葉
が
流
れ
て
し
ま
い
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
言
葉
に
鮮
度
が
な
く
な
っ
て
相
手

の
心
に
響
い
て
こ
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。 

自
分
が
使
っ
て
い
る
言
葉
を
も
う
一
度
考
え
て
み
る
と
親
し
い
関
係
で
も
相
手
の

心
に
響
く
、
基
本
的
な
伝
え
方
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

向
田
邦
子
「
言
葉
が
怖
い
」
と
い
う
テ
ー
プ
に
は
「
森
繁
さ
ん
の
二
つ
の
名
ス
ピ

ー
チ
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
言
葉
は
、
そ
の
人
の
生
き
ざ
ま
、
人
格
の
表
れ 

の
よ
う
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
武
藤
） 

〈
ノ
イ
エ
ス
朝
日
の
展
覧
会
案
内
〉 

 

関
谷
チ
チ
子
展
「
葛
筆
と
の
出
逢
い 

十
五
年
の
歩
み
」 

九
月
四
日
（
土
）
～
八
日
（
水
） 

午
前
十
時
～
午
後
六
時
（
最
終
日
は
午
後
五
時
終
了
） 

 

＊
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク 

 

九
月
四
日
（
土
）
午
後
三
時
～
四
時 

 
 

 
 
 

 
 

「
葛
筆
と
の
出
逢
い
か
ら
」 

 

  

白
川
昌
生
展
「
ま
え
ば
し
妄
想 

２
０
１
０
」 

九
月
十
日
（
金
）
～
十
六
日
（
木
） 

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
終
了
） 

 

「
ま
え
ば
し
妄
想
」
シ
リ
ー
ズ
近
作
八
点
の
展
示
。 

白
川
昌
生
に
と
っ
て
の
２
０
１
０
年
の
ま
え
ば
し
へ
の
妄
想
と
は
？ 

  

版
画
と
油
彩
小
品
に
よ
る 

新
井
勝
巳
展 

九
月
十
八
日
（
土
）
～
二
十
六
日
（
日
） 

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
終
了
） 

  
山
名
將
夫
展 

十
月
二
日
（
土
）
～
十
日
（
日
） 

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
終
了
） 

  

大
倉
美
枝
子
七
宝
展 

十
月
十
六
日
（
土
）
～
二
十
四
日
（
日
） 

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
終
了
） 

  

＊
九
月
・
十
月
の
展
覧
会
は
全
て
企
画
展
で
す
。 

十
月
の
展
覧
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
回
の
ご
案
内
で
詳
細
を
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
展
覧
会
会
期
中
以
外
は
休
廊
し
て
い
ま
す
。 

〈
お
知
ら
せ
〉 

白
川
昌
生
氏
の
「
美
術
館
、
動
物
園
、
精
神
科
施
設
」（
水
声
社
） 

定
価
２
８
０
０
円
の
出
版
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

日
時 

九
月
十
日
（
金
）
午
後
七
時
～
九
時 

 

場
所 
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（
高
崎
市
鞘
町
七
十
八
の
一 

二
階
） 

 

参
加
費
一
〇
〇
〇
円
（
１
ド
リ
ン
ク
付
） 

 

対
談
・
交
流
会
・
質
問
タ
イ
ム
・
サ
イ
ン
会
・
交
流
会 

  

平
成
二
十
二
年
度
「
ぐ
ん
ま
の
山
村
」
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
実
施
に

か
か
わ
る
作
品
募
集
の
チ
ラ
シ
・
応
募
票
が
ノ
イ
エ
ス
に
お
い
て
あ

り
ま
す
。
出
品
さ
れ
る
方
は
展
覧
会
会
期
中
に
ど
う
ぞ
。 

入
賞
作
品
の
展
示
は
、
来
年
二
月
に
群
馬
県
庁
舎
で
す
。 

審
査
委
員
長
は
写
真
家
の
小
松
健
一
氏
で
す
。 

主
催
・
全
国
山
村
振
興
連
盟
群
馬
支
部
・
群
馬
県 

 

〈
ノ
イ
エ
ス
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
〉 

 

今
年
の
夏
は
何
か
所
か
で
美
し
く
咲
い
て
い
る
蓮
の
花
を
見
ま
し
た
。 

蓮
の
花
は
、
早
朝
咲
い
て
午
前
九
時
頃 

に
は
閉
じ
て
し
ま
い
。
二
日
目
も
同
じ
よ
う 

に
咲
い
て
午
前
中
に
は
閉
じ
て
し
ま
い
。 

三
日
目
に
は
最
大
に
咲
い
て
お
昼
頃
に
は 

や
は
り
閉
じ
て
し
ま
い
。
四
日
目
に
は 

八
時
頃
に
は
咲
く
も
の
の
お
昼
頃
に
は
す
べ
て
の 

花
弁
が
落
ち
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。 

ハ
ス
の
実
の
甘
納
豆
の
よ
う
な
お
菓
子
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

蓮
根
も
大
好
物
で
す
。
お
寿
司
に
入
れ
た
り
、
キ
ン
ピ
ラ
に
し
て
も 

美
味
し
い
で
す
ね
。
な
か
な
か
手
に
入
り
ま
せ
ん
が
蓮
の
葉
が
ま
だ 

巻
き
葉
の
時
に
作
る
蓮
の
葉
ご
飯

．
．
．
．
．
と
い
う
の
も
香
り
が
と
っ
て
も
よ

く
て
美
味
し
い
そ
う
で
す
。
一
度
味
わ
っ
て
み
た
い
も
の
で
す
。 

熊
本
名
物
「
か
ら
し
蓮
根
」
は
、
三
六
〇
年
前
（
江
戸
時
代
）
病
弱

だ
っ
た
細
川
家
初
代
の
殿
様
の
た
め
に
考
案
さ
れ
た
と
か
・
・
・
。 

九
州
物
産
展
や
お
取
り
寄
せ
で
味
わ
っ
て
み
て
も
と
思
い
ま
す
。 

お
酒
の
つ
ま
み
に
も
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
辛
く
歯
ご
た
え
の
あ
る
蓮
根 

は
食
卓
に
刺
激
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

今
回
も
食
の
話
で
終
わ
り
ま
す
。 




